
ユニケージ導入事例
（ニッシンテクニス様）

～「2025年の崖」「事業承継」を乗越え、自らシステムを
自在に操ることで「業務変化」に対応するＤＸ(変革)を実現 ～
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デジタル変革への動機・背景
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ニッシンテクニス株式会社様が、2019年当時より、
デジタル変革に取り組まれた動機、背景を示します。

・旧基幹システムのサポート期限
Windows サポート切れ、2025年の崖
⇒ システムの再構築が必要

・顧客ニーズ変化への対応
・事業継続計画（BCP)の一環における体制整備の強化

⇒ 機能追加の必要性

・デジタル化変革への対応
・世代交代による技術継承の難しさ、属人化の回避
・働き方改革 等による業務形態の見直し

⇒ ＩＴシステムも含めた業務改革・改善が必要

使えなくなる

機能追加したい

IT環境の
全面見直し



ユニケージを選択いただいた理由
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サポート終了に伴うリプレースが不要となる
今までは、OS(Windows）やRDB、フレームワーク等のサポート期限が終了するとリプレース
が必要であったが、ユニケージでは不要となり、常に最新のハードウェアに移行することが可能。

導入後も機能変更・追加が容易である
システム開発導入後も、継続的に改修や機能追加を柔軟に行いたい。
ユニケージでは、各機能間がデータでのみ連結されており、機能変更や追加が容易。

IoT導入と見える化
スマート工場を目指す上で、IoT導入と見える化は必須。ユニケージでは、センサーを取り付け生産
設備の状況をリアルタイムに取得し、見える化することができる。

内製化（自社開発）への対応
生産技術、工程、製造機械や治具、金型と同様、ITシステムに関しても「自社開発」したい。
ユニケージでは内製化を推奨しており、分かり易く開発し易いことからIT専門家でなくても可能。

業務改善のアプローチ
デジタル化での企業変革（DX）を支援するために、TPSの基本である「ものづくり」の精神を

「ソフトづくり」にまで拡大し、全体最適化を目標とする業務改善・現場改革を共同作業。



2019年当時のシステム
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■旧システム全体図と、更新対象
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ユニケージ導入ステップ
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ユニケージ導入

ＩｏＴ機能

•サーバ設置
•ユニケージ導入
•センサー設置
•生産状況取込
•あんどん機能

旧基幹システムの

ｽﾄﾚｰﾄｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

•受注･内示管理
•出荷予定管理
•製造進捗管理
•在庫管理

ブラッシュアップ
及び 内製化促進

•改良・改善
•購買管理機能等
の機能追加

•内製化のための
教育・技術指導

•勤怠管理システ
ムの内製

ユニケージの段階的な導入、実現機能
ユニケージ導入時期
ＩｏＴ導入 ①2019.12～2020.2
機能追加②2020.11～2021.1

基幹システム再構築＆
システムの移行
2021.2～2022.2

ブラッシュアップ、機能追加、
内製化教育＆内製機能実装
2022.4～2023.3（以降も進化中）

・基幹システム開発＆リプレイス
・正副サーバ構成
（副：開発機兼用）

・実装機能の充実
１年間で＋３１機能

・内製化（勤怠管理）
うち、＋１７機能は内製

・ユニケージ導入
小規模アプリの実装
（IoTあんどん機能等）

７１機能 １０２機能
＋３１機能
(ﾒﾆｭｰ）



価格 月40万円(税抜)/エンジニア

伴走型ＤＸエンジニアとサブスクでスタート!!

ユニケージ導入アプローチへのメニュー例
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月額定額制で、いつからでも始められ、いつでも止められる、追加コストの不安を解消します
全体を見ながら必要なものだけミニマムに開発します
USP研究所のエンジニアが、お客様環境の調査、課題整理、改善の提案、ソフトウェア開発、
環境設定等のお手伝いします

はじめの一歩

月4日の範囲内でオンラインミーティングと訪問で相談しながら、改善と開発を行ないます
＜３ヶ月間の例＞
１ヶ月目 調査し、レポート
２ヶ月目 課題整理と改善の提案
３ヶ月目～ ソフトウェア開発 USPクラウド環境レンタル等 内製化への推進の提案

お客様専用のハードウェア環境またはクラウド環境を構築する場合は別途相談(別料金)



1966年 兵庫県加古川出身
1989年 東京大学 工学部 機械工学科 卒業
1992年 東京大学大学院修士課程（情報工学専攻）中退

学生時代は職業経験82種 海外放浪40か国
1992年 株式会社ダイエー入社

津田沼店食品担当、千葉店副店⾧
創業者 中内功 氏の直属業革プロジェクトチームに抜擢。金無し・権限無し・素人だけのゲリラ戦
大型汎用機をダウンサイズ、大幅なコストダウンとスピードアップに貢献

10年間に渡って会社の改革を続けるも、事実上の倒産でリストラ
2005年 有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所 （略称USP研究所）を設立

ご参考:USP研究所のご紹介
■企業概要

本社所在地: 東京都港区
事業所 : 名古屋センター，松山センター，大阪センター， USP EU（ポルトガル）, 

USP North America（カナダ）, USP Mongolia（モンゴル）
設立 : 2005年 4月
従業員数 : 約９０名（国内、2023年4月）
事業内容 : ユニケージライセンスの販売、教育・出版事業、ＳＩ事業
受賞歴 : 2008年 IPA 情報処理推進機構:ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー受賞

2017年・2021年 英国Banking Technology Award ファイナリスト
2022年 素形材産業技術表彰「委員会特別賞」受賞

■代表：當仲 寛哲（とうなか のぶあき）
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Ｃ言語生みの親:ブライアン・カーニハン先生と
2014年 Googleオフィスにて

ユニケージ誕生





本資料は、貴社社内関係者のみによって使用されるものとし、
本資料のいかなる部分についても、有限会社ユニバーサルシェ
ルプログラミング研究所の事前の書面による承諾を得ずに、引
用・複製、あるいは貴社外部に配布してはならないものとしま
す。

confidential

有限会社ユニバーサル・シェル・プログラミング研究所
名古屋センター

〒460-0003
愛知県名古屋市中区錦2丁目15-20 三永伏見ビル２F

052-253-7950 (担当：石村)
m-ishimura@usp-lab.com 

本資料に関するご不明点･ご質問点等は下記までお問い合わせください。
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